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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　政治経済学部教授三宅正樹
　1998年度の国際交流基金アポイントメント・プログラムの招きで来日されたレヒ・トジャチェコフ
スキ教授は、明治大学における2回の講演をはじめ、早稲田大学、上智大学での講演をも含めて、4
回の講演と、三宅の大学院演習でのユーラシア外交史をめぐる英語の報告に対する長時間にわたるコ
メントを行い、精力的にスケジュールを消化され、多くの聴講者にポーランドの歴史と現状について
の豊かな学殖を披渥されて、大きな感銘を与えられました。
　教授は、1931年12月24日にポーランドのポズナニ市に生まれ、1955年にポズナニ大学史学科で博
士号を取得されました。1981年、同大学史学科正教授に就任して現在に至っている。1970年にはカリ
フォルニア州立大学ヘーワード校、1977年にはゲインスヴィルのフロリダ大学などで客員教授をつと
めるなど、国際経験が豊かであり、ポーランドの歴史学界でも有数の国際派として、対外的にポーラ
ンドの歴史学を代表する役割を果してこられました。国際歴史学会ポーランド国内委員会の委員とし
て、国際歴史学会委員総会にも参加されました。
　教授はこれまでに膨大な数の学術論文を発表し、国際的にも高い評価を確立しておられます。ご研
究の主題ははなはだ多岐にわたっていますが、教授の関心の中心を占めているのは、18世紀、19世紀
から20世紀初頭にわたる、プロイセンならびにドイツ帝国の支配下での、故郷のポズナニを含むドイ
ツ名ではポーゼン地方のあり方であります。とりわけ、教授は、宰相ビスマルクの時代のドイツ帝国
のポーゼン支配が、かなり苛酷なものであったことを強調しておられます。
　教授は1998年10月10日　（土）に夫人を伴って来日され、12日（月）には午後5時から明治大学
で、「ポーランドの歴史記述におけるいわゆる空白点：共産主義の注入と歴史学者の抵抗」を主題とす
る英語の講演をされました。同じ主題は、15日（木）の早稲田大学文学部史学科での、井内敏夫教授
（ポーランド史専攻）の史学概論の講義の枠での講演でも、また、16日（金）の上智大学国際関係研
究所でのスタッフ・セミナーでも取り上げられ、この主題に寄せる教授の並々ならぬ関心と情熱がう
かがわれました。19日（月）には、明治大学で「過去と現在のドイツとポーランド問題」を主題とす
る講演をされ、20日（月）にポーランドへ旅立たれました。
　ポーランドの歴史記述における空白点について、教授は次のように説明されました。「歴史的事実を
とりかこむ沈黙や歪曲によって生み出された『空白点』の存在は、ポーランドの歴史叙述に限りませ
ん。『空白点』について語るとき、二つの文脈を分析する必要があります。すなわち、解釈の文脈と事
実の叙述の文脈であります。前者が決定的でありました。1940年代の終りに、共産主義者は、彼らに
反対するものを政治のゲームから排除し、権力の独占を樹立しました。彼らは、公共生活のすべての
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分野を、全体主義のシステムをつくりだすことに従属させました。このプロセスは歴史学のコミュニ
ティーをも例外にはしませんでした。それは、例えば物質の領域での変化が、文化やイデオロギーに
及ぼす影響についての素朴な追求であり、歴史の原動力としてのいわゆる階級闘争の絶対化であり、
歴史の中での大衆の決定的な役割と、これと同時に行われる卓越した個人の影響力の否定であり、こ
れは、スターリンと地方の共産主義指導者との崇拝と、ひどく悲喜劇めいた矛盾の関係にありました。」
　ポーランドの支配者たちは、受け入れられた共産主義のイデオロギーから逸脱しない研究を支援し
た、と教授は言われました。教授によれば、その内容が受け入れられたコースから逸脱する論文や著
書を出版することは不可能でした。ポーランドとソ連とのいわゆる友好の伝統に捧げられた研究は、
暖かい支援を得ましたが、戦間期のポーランドは、暗い色で描かれました。これは、教授によれば、
特別なコンプレックスの結果であり、社会主義のもとでの急速な経済発展の期待が実現しないことが
明らかになると、戦間期のポーランドと比較して共産主義支配のもとでのポーランドの進歩を証明す
るために、骨の折れる離れ業が必要となったのでした。
　受け入れられた路線からすれば、研究してはならない、いわんやそれについての著書の出版などと
んでもないタブーの主題が存在し、こうして、教授の言われる歴史の「空白点」が生まれた訳です。
それらの主題のうちの若干のものとして、教授は次の八項目を挙げられました。
1．レーニンとスター一一リンの、ポーランドとの真の関係。
2．1920年のポーランドとソヴィエト・ロシアとの戦争を正確に示すこと。
3．ポーランドに対するソ連の外交。
4．リッベンロップ・モロトフ協定、すなわち1939年8月23日に締結された独ソ不可侵条約につ
いては、秘密付属議定書に言及することは禁止された。そういうものは存在していなかったこと
　にされた。
5．カティンの森でのポーランド人将校の虐殺を含む、1939年にソ連に占領されたポーランドの東
半分の地域での、ポーランド人に対するソ連の絶滅政策。この絶滅政策は無視されたが、そこに
　は、そのための陰謀が作用していた。
6．第二次世界大戦中の、ヒトラーのドイツとのたたかいでの、西部戦線におけるポーランド軍の
成果と、国内軍の成果とは、計画的に繧小化された。国内軍というのは、ロンドンにあったポー
　ランド亡命政権と結びついていた、地下のポーランド軍をさす。
7．1944年以後の共産主義当局との、合法的ないし地下のたたかいについて、客観的に叙述するこ
　とは禁止された。
8。1956年のポズナニの労働者のほう起。この主題も陰謀による無視に取り囲まれた。
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　例えば第5の問題については、教授は次のように話されました。
　「政治的に有害とされたひとつの論点は、ソ連に占領された諸地域でのポーランド人口の動きでし
た。マリア・トゥルレイスカは、この論点を持ち出そうとしました。彼女が執筆し1984年に刊行され
た小学校の教科書は、東部諸地域におけるポーランド人の人口の動きに向けられた章のために、政治
的なセンセーシ引ンをまきおこしました。その章の中で、著者は、弾圧、強制連行、収容所、そして
強制連行された人．kの間の高い死亡率について記していました。これが、ソ連占領下のポーランドの
苦しみのすべてを描きつくしたものではありませんでしたけれども、この教科書は、これまで禁止さ
れていた主題にっいての情報を広く伝えました。
　第二次世界大戦中のポーランド人の運命についての研究の中で、最も痛々しい点の一つは、ソ連の
手による、1940年のカティンの森でのポーランド人将校の虐殺であります。当局は、ドイツ人がこの
犯罪をおかしたのだ、と宣伝しました。この線にそって書かれた若干の刊行物が、1952年に出版され
ました。その後は、沈黙がこの主題をおおいかくしていました。ポーランドで刊行された百科事典は、
「カティン」とい・う項目を入れてはいませんでした。例外的な場合に、学問上の著作が、「カティン問
題」という謎めいた定式化を含んでいましたが、それ以上は何も言いませんでした。ポーランドでの
カティンについて．の最初の諸著作の出現は、1989年になってからのことです。おかしなことですが、
ヤニュシュ・サゾドニイによって西側で刊行された1962年のカティンについての著作が、ポーランド
で、1989年にこの本が正式に出版されるまでの間、一般にひろく読まれていました。」
　第8の1956年のポズナニほう起の問題については教授は次のように述べられました。
　「1956年についての情報は、出版物から除去されました。文書の一部は破壊されました。奇妙な状
況が出現しました。1945年以後の、ポーランドだけではなくて、そもそも歴史の中での最も偉大な出
来事は、公式には存在しなかったのであります。ポズナニの労働者のほう起の意義は、1944年以来初
めて、共産主義者がイニシアティブを失ったことにある、ということが記憶されるべきであります。
この時点から、彼らのとった処置のすべては、社会の動きへの単なるリアクションに過ぎないものに
なりました。誇張ではなく、1956年6月28日から以後、ポーランドでの共産主義システムそれ自体
が衰退し、最終的結果どしてその崩壊がもたらされました。ジミー・カーターの安全保障のアドヴァ
イザーであったズビグニエフ・ブジェジンスキは、『状況はポズナニによって変えられた』と記しまし
た。連帯の最初の時期、’すなわち1980年8月から1981年12月までは、この出来事についての情報を
広めるのに決定的な意味を持ちました。ポズナニの労働者のほう起に向けられたふたつの著書があら
われました。そのふたつの著書は、主に、ファーストハンドの報告と僅かな文書にもとついていまし
た。共産党、警察、治安部門、ならびに軍の文書館にあった資料は、ひとつの例外を別にすれば、ア
クセス不可能でした。戒厳令の時期は、この問題の研究に対して、とりわけ不親切が目立ちました。
状況は、1989年まで変わりませんでした。ポーランドの歴史学者によって準備された重要な刊行物は、
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西側で出版されるか、ポーランドで地下出版されたのです。」
　以上の引用は、教授の内容豊かなご講演のごく一部に過ぎませんが、教授の言わんとされたことを
理解するよすがとなると考えます。教授は、この講演を、次の言葉でしめくくられました。
　「一般的に言って、共産主義時代のポーランドの歴史学者たちは、社会と学問に対する彼らの義務
を果たしました。そして、彼らは、ポーランドでの民主主義の勝利に貢献しました。共産主義崩壊後
の諸国で生じている根本的な変化のおかげで、我々はいまや、最近の過去についての完全に真摯な研
究を行うチャンスを手にしているのであります。」
　講演はいずれも多数の聴講者を獲得出来ました。そして、明治大学での二度の講演に、明治大学名
誉教授阪東宏博士がご病気の後にもかかわらず出席され、とくに10月19日の講演に際しては、英語
での長文の質問を用意されたことは、博士のご専門（ポーランド史）からして、講演の意義を一層高
めたことを附記したいと存じます。
　最後に、教授のお名前の発音について記しておきます。教授のお名前が、ポーランド人にとってさ
え、ひどく難しく、読みにくいものであることは、教授ご自身認めておられます。私が最初、トジャ
チェコフスキというように聞き取り、公式の届けにそのように書きましたために、そのように文書に
のこってしまいました。しかし、あとで教授によくよくお確かめしましたところ、片仮名ではチェチ
ャコフスキと記すのが、一番本来の発音に近いとのことでした。
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